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變化句中「スル」「ナル」「アル」的  

語義用法之連續性與同義性  

              

蘇文郎   

  

中文摘要 

 

  本研究主要在探討日語變化表達句的結果語和動詞「スル」「ナル」

「アル」的句法結構及同義性問題。筆者透過過去一系列有關變化表

達句之研究，發現日語表變化的各種句型和語意可分為核心（即變化）

部份及周邊（即非變化）部份，兩者關係密切且具連續性。本研究旨

在究明下列 5 種結果句之結構與語意的同義性及連續性、並探究其産

生的原理。   

（1） <名詞 >ニ スル /ナル/デアル  

（2） <イ形容詞 >ク スル/ナル  

（3）  <ナ形容詞 >ニ スル／ナル /デアル  

（4） <動名詞 >二  スル/ナル  

 (5)  〈連體修飾用法〉<名詞 >ニナル <名詞 > 

並從語用論（ Pragmatics）的觀點探究「スル」「ナル」「アル」由變

化動詞轉化為表判斷命題、對人的敘述態度之機能動詞與形式動詞的

句法結構與語意特徴。  

 

關鍵詞：變化表達句、結果句、スル、ナル、アル、連續性、同義性  

                                                      
  國立政治大學日本語文學系教授  
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A Study about the polysemy between  

”suru” “naru” “aru” in Change-of-State sentence 

of Japanese from the viewpoints of pragmatics 
 

SOO,Wen-Lang  

 

Abstract 

 

The purpose of this study is to analyze  the polysemy between ”suru” 

“naru” and “(de)aru” in Change-of-State sentence of Japanese .Beside 

the prototypical meaning of change-of-state ,sometimes “suru” and “naru” 

do not involve any transition.And “<noun>ni naru” has the synonymous 

meaning with copula sentence “X wa <noun>dearu”. I also have found that  

the verbs “suru”and“naru” can be either a functional verb or formal verb.My 

analysis has concluded that the expressions ; 1)“(noun)ni suru/naru/dearu” 

2)”(iADJ)ku suru/naru  3)(naADJ)ni suru/naru” 4)(VerbalN)ni 

suru/naru”  5)”(noun)ni naru (noun)” which involve resultative phrase.  

 

Keywords : change-of- state sentence , resultative phrase , popysemy ,suru, naru, aru 

                                                      
  Professor,Department of Japanese,National  Chengchi Universi ty  
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変化構文における「スル」「ナル」「アル」の 

意味用法の連続性と同義性  

        

蘇 文郎   

 

要旨  

 

蘇（2004）（2005）（2006）の考察で分かったことであるが、自動

詞変化文「X ガ Y ニナル」と他動詞変化文「X ガ Y ヲ Z ニスル」に

おける結果語「ニ／ト格の名詞」や「形容詞ク /ニ」と動詞「ナル」

「スル」の結びつきという共通の形式構造の中に様々な意味構造を

読みとることができる。そして典型的ともいうべき変化を表す用法

とそれとなんらかの係りをもった形式動詞としての用法などもあ

る。  

本稿は語用論（Pramatics）の観点から変化表現の諸構文形式の特

徴と意味用法の連続性及び同義性の形成原理を探究する。  

（1） <名詞 >ニ スル /ナル/デアル  

（2） <イ形容詞 >ク スル/ナル  

（3）  <ナ形容詞 >ニ スル／ナル /デアル  

（4） <動名詞 >二  スル/ナル  

 (5)  〈連體修飾用法〉<名詞 >ニナル <名詞 > 

 

キーワード：変化構文、結果語、スル、ナル、アル、連続性、同義性  

 

 

                                                      
 国立政治大学日本語文学科教授  
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変化構文における「スル」「ナル」「アル」の 

意味用法の連続性と同義性 

 

蘇  文郎  

 

1.はじめに 

1.1.本研究の背景  

蘇（2004）（2005）（2006）の考察で分かったことであるが、変化

自動詞文「X ガ Y ニナル」と変化他動詞文「X ガ Y ヲ Z ニスル」に

おける結果語「ニ／ト格の名詞」や「形容詞ク /ニ」と動詞「ナル」

「スル」の結びつきという共通の形式構造の中に様々な意味構造を

読みとることができた。そして、典型的ともいうべき変化を表す用

法以外に、それとなんらかの係りをもった形式動詞としての用法も

あることに気付いて、関連する限りで触れてきた。しかし、そこで

は「スル」「ナル」「アル」の形式動詞としての用法及び三者の連続

性については、体系的な考察にいたらず、また、三者の意味用法の

同義性など、新たに加えるべきことも発見された故、ここに改めて

取り上げる。  

 

1.2.変化構文の連続性と同義性  

変化自動詞構文と変化他動詞構文は異なる意味を表すのが一般的

である。例えば、  

1. 太郎は医者になった。＜変化自動詞文＞  

2. 父親は太郎を医者にした。＜変化他動詞文＞  

 （1）では＜主体＞「太郎」の身分（あるいは社会的地位）が医者

に変化することを表し、（ 2）では＜動作主＞「父親」の働きかけに

よって、対象「太郎」が医者になることを意味する。言い換えれば、
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（1）は太郎の変化状態を表しているだけであるのに対して（2）は

父親からの働きかけによって太郎が状態変化しているという違いが

見られる。「ナル」は変化自動詞、そして「スル」は対象変化他動詞

として使われているわけである。  

 ところが、「スル」と「ナル」が使われる変化構文には常に（ 1）

と（2）のような意味的な対立が見られるとは限らない。例えば、  

   3. …と悠長に…夜中の 3 時に一人でいて部屋が水浸しになった

らもう泣きたくなるよね。（2015 年 7 月 16 日 Yahoo）  

4.バスタブにお湯を入れている間に寝てしまい、溢れたお湯で

階下を水浸しにすることはよくある話。（同上）  

5.…すると掃き出し窓のある部屋のベランダが水浸しで、ベラ

ンダののスリッパがブカブカ浮いているような状態でした。

（同上）  

（3）においては、部屋が水浸しの状態になったことを意味する。（ 4）

においてはお湯が階下に働きかけて水浸しの状態にしたわけではな

い。そして（ 5）においてはベランダは水浸しの状態になっていると

いうことを表し、（ 3）とは意味的な同義性が含意されている。そし

て、（ 6）の「値上がりする」と「値上げになる」の間にも  

6. じわじわ値上がりするものもあれば、どーんと驚きの値上げ

になるものもあります。そんな中、ちょうど大幅値上げに

遭遇してしまったのです。（ 2015.09.16 Yahoo）  

（1）と（ 2）のような意味的な対立が見受けられない。そして、  

7. 君子ははっと表情を硬くした。（「白い巨塔」）  

   8. 花子は夫の前では話し方を静かにする。  

（7）のような例で「スル」は主語名詞「君子」の働きかけによって

目的語の「表情」に変化をもたらしたことを含意しない。つまり他

動性のない自動詞的用法として使われているのである。（ 8）の文で

は「スル」は対象の変化を含意しない一般の動作動詞として使われ

ている。意味的には「花子の夫の前での話し方はいつも静かである」

ととらえられるのである。  
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なお、意味的な違いが見られず、ほとんど同義に使われる「～ナ

ル」と「～スル」表現はほかにもある。例えば  

9.洗顔料で顔を洗った後、顔が「きゅっき、きゅっき、きゅっ、

きゅっ。洗顔料で顔を洗った後、独特の肌触りになります。

食器を洗い終わった後のきれいな食器のように、きゅっ、き

ゅっきゅっとなるのです。「おっ！、肌がきれいになったな」

きゅっきゅっとする肌触りは汚れが…（happylifestyle.com）  

こういった同義表現は他に、「カッとなる /カッとする」、「ぎょっと

なる/ぎょっとする」、「むっとなる/むっとする」などのように日本

語の擬態語にもよく見られる。  

上掲した例文で分かるように、「X ガ  Y ニ  ナル」「X ガ Y ヲ Z

（名詞）ニスル」の典型的な変化動詞文と違って、変化構文におけ

る「ナル」「スル」は意味的に多岐に渡り、大変複雑な様相を呈して

いながらも「同義性」を持っていることが見て取れる。そして「ス

ル」「ナル」の形式動詞としての用法を強くする一側面も見られる。

これらは別々に独立した現象と思われるかもしれないが、すべてこ

の 2 つの動詞が持つ、「変化」だけでなく、「物事の状態」をも表す

意味的特徴と関連づけられると考えられる。したがって「スル」「ナ

ル」の本質を探るには自動詞に対応する側面、他動詞一般に対応す

る側面、および形式動詞に対応する側面からアプローチする必要が

あると思われる。  

 

2. 変化構文に関する基本事項と本稿の立場  

2.1.スル変化構文「X ガ Y ヲ Z ニスル」の統語構造  

変化動詞「スル」は述語動詞としても特殊な性格を持つ動詞であ

る。「スル」は概念があいまいで意義素の抽出が難しい。「スル」に

は「変化」の性質を示唆してくれるような形態素は何一つ持ってい

ないので、動詞そのものはただ「働きかけ」や「作用」を起こすこ

とを示すのみであり、それがどのような性質の変化かについてはま

ったく問われていない。それが故に変化構文においては「スル」は
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変化を引き起こす＜主体＞のガ格と対象のヲ格があるだけではまだ

完全な表現にならず、同時に結果語として形容詞、形容動詞の連用

形（「～く」「～しく」「～に」の形）や NV（名詞＋動詞の連用形）

を前提に用いることが必要である。  

 

2.1.1.ナル変化構文「X ガ Y ニナル」の統語構造  

 ナル変化構文「X ハ Y ニナル」においては、動詞「ナル」は形容

詞、形容動詞、擬態語、名詞、副詞などと共に使われ、連用形また

は格助詞ニを伴って動詞と接続する。「ナル」にとっての必須成分は、

主体のガ格名詞と変化結果を表すニ格名詞と変化結果を表すニ格名

詞あるいは形容詞・形容動詞の連用形、副詞などである。動詞ナル

の意味は具体性に欠けるものであるため、統語的にも意味的にも動

詞の前に結果語がなければ、非文になる。  

 

2.1.2.「結果語＋スル」の意味特徴  

2.1.2.1.変化の用法  

10.花子が部屋をきれいにした。  

11.太郎はテレビの音を大きくした。  

12.母は塩を足して味を濃くした。  

いずれも形容詞の表す状態への変化を表している。（ 10）は「花子」

が「部屋」を「きれい」な状態に変えたことを表し、（ 11）は「太郎」

が「テレビの音」を「大きい」状態に変えたことを表している。そ

して、（ 12）は「母」が「味」を「濃くない」状態から「濃い」状態

に変えたこと表している。変化には変化するもの、変化を引き起こ

すものが必須成分として要求されるので、変化を引き起こすものが

「動作主体」となって、変化が引き起こされるもの（対象）がヲ格

名詞句となる。そして「名詞＋スル」や「形容詞・形容動詞＋スル」

には変化他動詞としての意味があることが確認できる。  
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2.1.2.2.動きの用法  

13.里見の白衣の胸を鷲掴みにし、子供のように揺さぶった。

（「白い巨塔」）  

14.しかし逆に言えば、これは日本政府にとって煩わしい歴史問

題を棚あげにする絶好のチャンスである。

（www.mainichi.co.jp） 

15.商品を受取人払いにする。  

16.自分が手術した患者を受持医任せにした財前教授…（「白い

巨塔」）  

 いずれも「NV（動名詞）ニスル」で構成されているが、「X が Y

に力を加えて、Y をある状態に変化させる」という意味がなく、む

しろ NV 全体が動作の様態（ 13）や、ことがらの決定づけ（ 14，15）、

処置のしかた（ 16）などのように多様な意味を表している。2.1.2.1.

にあげた状態変化を表す類型の構文と区別される。  

 

2.1.2.3. 変化の用法・動きの用法・両義的なもの  

17. 彼らは表示を曖昧にしていた。（「日蝕」）  

18. 夫の前では花子は話し方を静かにする。  

上掲した二文の「曖昧に」と「静かに」はモノの状態とも、動作・

作用の様態とも解釈できるので、非変化他動詞「スル」との組み合

わせでは、行為の様態の副詞的修飾関係となり、対象変化他動詞「ス

ル」との組み合わせでは、変化した状態を表す結果の修飾関係とな

る。したがって、（ 17）と（ 18）は意味的には、修飾対象が動詞の変

化の側面とも動きの側面とも解釈できる次のような両義文となる  

17’彼らの表示のしかたは曖昧であった。＜動きの様態＞  

17”彼らは表示の内容を曖昧なかたちにした。＜結果状態＞  

18’花子は夫の前での話しの様態は静かである。＜動きの様態＞ 

18”花子は本来静かでない話し方を静かにする。＜結果状態＞ 

 上の現象は構文的多義性として理解することができる。これはち

ょうど語彙項目が多義性を示すように、構文も互いによく似た複数
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の意味が同一の形式に収まっている。自動詞相当のもの、他動詞相

当のもの、あるいは意志動詞（使役）相当のもの、無意志動詞相当

のものなどが同一の統語スキーマ「連用語＋スル」に現れることが

できるにもかかわらず、その意味を「対象変化の使役他動」という

単一の意味に収めることができない。少しずつ意味が違うが相互に

関連しあう一連の意味が一つの形式に結びついている。  

 

2.2. ナル・アルとの連続性  

2.2.1.変化の用法  

10.花子が部屋をきれいにした。→部屋がきれいになった。＃部

屋がきれいである。（＃は元の文と意味がずれることを表す。

以下同じ）  

18.雪子は話し方を静かにする。→話し方が静かになる。＃話し

方が静かである。（例文 18 を一部変えて再掲）  

変化の用法を見ると、（ 10）では主体である「花子」と「きれい

な」の持ち主である「部屋」は一致せず、「ナル」文は、形容詞文

に変換すると「状態」の持ち主が主格に立つ文になる。一方、両義

性のある（ 18）は主体である「雪子」と、「話し方」の持ち主であ

る「雪子」は一致しているが、変化の意味を表しうる。いずれも「ナ

ル」文との意味関係が見えるが、形容詞文とは意味的に異なる。「静

かにナル」ことは「静かでアル」ということとはずれる。  

 

2.2.2.動きの用法  

19.太郎はお年寄りに親切にする。→＃太郎が親切になる。太郎

が親切である。  

20.花子はおとなしくする。→＃花子がおとなしくなる。花子が

おとなしい。  

21.太郎が話を面白くする。→話が面白くなる。＃話が面白い。 

 動きの用法を見ると、（ 19）は主体である「太郎」と、「親切な」

の持ち主である「太郎」は一致している。また両義性のある（ 20）
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は主体である「太郎」と「おとなしい」の持ち主である「太郎」は

一致しているが、変化の意味を表しうる。一方、（ 21）は、変化の

用法では「太郎が話を面白くした結果、話が面白くなる」と連続性

を捉えることができるが、動きの用法では、形容詞文との比較では

「太郎が話を面白くする」ことと、「話が面白い」こととは変化と

状態であって、示す内容が異なっている。一方、行為の用法では、

「太郎がお年寄りに親切にする」ことは「太郎がお年寄りに親切だ」

ということとはほぼ同様の內容になっている。つまり、変化の用法

は「ナル」文との連動性があり、動きの用法は形容詞文との関連性

が強いと捉えることができる。 1 

 

2.2.3.主格との共起制限がゆるい「スル」  

「スル」の主語は有生名詞でもいいし、意志的動作の主体であっ

てもいい。つまり「スル」は意志動詞でもあるし、非意志動詞でも

ある。「太郎はテレビの音を大きくした」と言えば、意志的な動作を

表し、「花子に話しかけられた太郎は思わず顔を赤くした」と言えば、

非意志的な動きを表す。こうして主語の意味役割は＜動作主＞であ

ったり、＜経験主＞であったり、＜理由、原因＞であったりする。

本稿ではこれらをまとめて＜主体＞と呼ぶ。このように「スル」は

変化動詞文において主体に関する共起制限の極めてゆるい中立的な

動詞である。 2 

22.太郎はテレビの音を大きくした。＜動作主＞  

23.花子に話しかけられた太郎は思わず顔を赤くした。＜経験主＞ 

24.審議が明日に延期されたことも財前の心を軽くした。（「白い

巨塔」）＜原因、理由＞  

25.…夕方とは言え、人が少なく、暗い照明がいっそう空港内を

陰気にしているように思える。（ bbs6.cgiboy.com）＜原因、

理由＞  

                                                      
1 大塚（ 2008）参照  
2 蘇（ 2006）参照  
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2.2.4.「形容詞＋スル」文と形容詞文における「スル」と「アル」の

意味的同義性  

  26a.太郎は元気にしている。→ 26b.太郎は元気である。  

  27a.子供が顔を赤くしている。→ 27b.子供は顔が赤い。  

  28a.彼女は髪を長くしている。→ 28b.彼女は髪が長い。  

  29a.太郎は忙しくしている。→ 29b.太郎は忙しい。  

上掲した「形容詞＋スル」文も形容詞文も、どちらも形容詞を述語

内に持つために、意味的な同義性があるととらえられる。  

（26b）～（29b）のような属性形容詞文は形容詞が意味的には存

在詞「アル」を限定する構成ととらえられる。すなわち「きれいだ

＝きれいでアル」「赤い＝赤くアル」である。それは現代語では過去

形が「きれいだった＝きれいでアッタ」「赤かった＝赤くアッタ」の

ように「アル」が顕在化することで裏付けられよう。 3 

そして「形容詞＋スル」文はその結合度の強さからも動詞一語相

当して述語の役割を担い、動詞でありながらも形容詞の性質を示し

ている。  

 

2.2.4.1.自動詞「ナル」に対応する側面  

30.良江は病み上りの顔を蒼白にした。（「白い巨塔」）  

31.柳原は体を硬くして答えた。（「白い巨塔」）  

32.女はにっこりと笑った。右の頬に笑うくぼが刻まれ、表情を

愛くるしくしている。（「月蝕」）  

33.前川は顔を真っ赤にしている（「美しき」下）  

（ 30～33 は蘇 2006 から再掲）  

上掲した例文の中で、下線を引いたところは形態的にはいずれも

「ヲ格」を伴う、れっきとした他動詞である。これらの文中におけ

る他動詞「スル」の使われ方に共通しているのは、主語が動作主や

使役主ではなく、変化の主体であること。そして目的語が主語の部

                                                      
3 岡（ 2002）参照  
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分または性質であることである。すなわち、文中の「スル」は目的

語があってもいずれも意図的な動作を表すものではなく、単なる生

理的現象の一時的変化、または身体部分の様態を表している。これ

はみな、連用語の形容詞や形容動詞は時間軸上で生起し得る様態を

表す。これらの「スル」は潜在的な動詞的要素を持つ補足成分に動

詞の形態を与えるための存在である。そのため形式動詞、機能動詞 4

などと呼ばれる。これらの「スル」は他動性が失われ、30’31’32’

33’に示されるように、多くの場合、他動詞を自動詞に変えても基

本的な意味はほぼ変化しない。  

30’良江は病み上りの顔が蒼白になった。  

31’柳原は体が硬くなって答えた。  

32’女はにっこりと笑った。右の頬に笑うくぼが刻まれ、表情

が愛くるしくなっている。  

33’前川は顔が真っ赤になっている。  

いわば変化自動詞の「ナル」による表現と、少なくとも知的同義性

が保たれていると言ってもよかろう。こういった意味的特徴は下の

例文に示されているように、同じ小説で後接の文に自動詞表現が交

替で使われているということからも裏付けられよう。  

34. 婦長は蒼白になって、後退りした。（「白い巨塔」）  

35. 第一介助者の金井は顔面蒼白になり…（「白い巨塔」）  

 他動詞「スル」による表現と自動詞「ナル」による表現とは表現

意識に多少の差はあるものの、他動詞、自動詞が持つそれぞれの意

味特徴（すなわち、他への働きかけと、そのもの自体の行いや現象）

は稀薄となり、両者は意味的に歩み寄っていると言えよう。 30～33

の他動詞文は対応する自動詞文と同様、自然に起こる変化を表して

                                                      
4  機能動詞についていろいろな定義のしかたがある。村木（ 1991：203）の機能

動詞の定義は「実質的な意味を名詞にあずけて、みずからはもっぱら文法的な

機能を果す動詞」というものである。村木は「する」を「本来のはたらきが機

能動詞的」で、いずれの場合も語彙的な意味を持たない動詞」であると考えて

いるが、機能動詞のほかに形式動詞という用語もみられ、両者は区別されてい

る。本稿で扱う「連用語＋する」や「 NV ニスル」の「スル」は、村木があげ

る「動名詞  を  する」結合形式の「する」とは性質をかなり異にするもので

あるから、ここでは機能動詞と呼ばず、形式動詞と呼ぶことにした。  
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いると言える 5。その変化をあたかも変化の対象が主体であるかのよ

うに他動詞で表現しているのである。  

 このように他動性ということを考えると、今度は対格を目的語と

する動詞の中でもその意味からして、果たしてこれが他動詞である

かどうかと疑われるものが少なくない。たとえば同じく表情の変化

を表す「赤らめる」「紅らめる」である。知的意味が「顔を赤くする」

と同義の「顔を赤らめる」は例文 36， 37のようにシンタクス的にも

他動詞の振る舞いをする。  

36. 柳原より七つ齢下の二十六歳の華子は齢より若い顔を赤

らめ、頷くように俯いた。（「白い巨塔」）  

37. 嫁が顔を明らめるように言った。（「白い巨塔」）  

しかし他動詞でありながらその目的への働きかけの弱さのゆえ

に、他動詞のとりうる振る舞いが許されないものがある。それはす

なわち受動形を造りえないということである。例えば  

＊顔が赤らめられた。 

    （＊は非文であることを表す）  

この点は、「連用語＋スル」による表現パターンについても杉岡

（2002）が指摘した通り、使役主や動作主が主語の場合とは異なり、

受身化することはできない。  

    ＊顔が赤くされた。  

このように自他の区別はこの変化表現にかぎっては一義的にはシ

ンタクスの区別であって意味に関する区別だてではないということ

が明白であるだろう。  

 

2.3.形式動詞的用法としての「スル」  

  38.泣かんばかりの声で、体を二つ折れにして礼を述べると、四

人の社員たちもそのうしろに一列に並んで、財前にぺこぺ

                                                      
5 杉岡（ 2002：109）は主語 X は変化の使役主ではなく、変化の主体を表すこの

ような構文を「自発変化他動詞構文」と呼び、一般の変化他動詞文と区別す

る。そして自発変化他動詞構文は使役主や動作主が主語の場合とは異なり、

受身化することができないとしている。  
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こお辞儀をした（「白い巨塔」五）  

39.剣に雷が落ち、相手を黒焦げにした。

（ senkisenki.hp.infoseek.co.jp）  

40.RC 造の基壇の上に木造の箱を乗せ、屋根を格子組みにする

ことで、無柱空間を生み出したというこの家は、スキップ

…の中にいるようです。（ kw.allabout.co.jk）  

41.きゅうりとメンマの炒め物：…から縦に六つ割りにする。ね

ぎ は 5 ｃ ｍ の 筒 切 り に し て さ ら に 四 つ 割 り す る 。

（www.geocities.co.jp） 

基本的に理解しておきたいことは上掲した（38）～（41）の例に

示されたようにこの「Y ヲ NV ニ スル」構文において複合語 NV

の中に結果状態が N の形で語彙的に編入され (incorporated)、そして

V（すべて連用形で終わっている）が変化動詞に当たり、変化作用

を表し、「結果と変化」が一語に融合されていることである。統語的

には述語動詞「スル」はほとんど固有の意味を持たない形式動詞と

なり、構文の主な意味は NV によって規定される。 6 

 

3.ナル構文「X ハ Y ニナル」の意味的特徴 

3.1.「X は Y デアル」を含意する「X ハ Y ニナル」  

 従来の解釈では「X ハ Y ニナル」は X というモノが Y というモ

ノに変化するものとして解釈される。「ナル＝変化」ということであ

る。しかし、「なる」という動詞は「本来、物事が出来、生起すると

いう意味として考えられる。これは、岡（ 2002）の指摘したように、

「柿の木に実がたくさんなった」のであれば、「実がなった」結果「今

柿の木に実がたくさんある」。「ナル」は「アル」を含意していると

捉えられるのである。  

  42. 柿の木にたくさん実がなった（⊃柿の木にたくさん実がある） 

（A⊃B：A は B を含意する） 7 

                                                      
6 蘇（ 2006）参照  
7 岡（ 2002）参照、例文も借用  

http://www.geocities.co.jp/


変化構文における「スル」「ナル」「アル」の 

意味用法の連続性と同義性 
 

143 
 

これと同じように  

  43.もうすぐ春になる（⊃もうすぐ春である）  

  44.太郎は医者になった（⊃太郎は医者である）  

  45.花子はきれいになった（⊃花子はきれいである）  

  46.花子は美しくなった（⊃花子は美しい）  

（43）～（46）のような「 X ハ～ ニ /クナル」構文は、X において「 X

ガＹデアル」「X ガ A」という事態が生起する、例えば、（ 44）では太

郎において「太郎ガ医者デアル」という事態が生起するという捉え

方ができる。  

太郎は【太郎が医者だ】なった。→太郎は医者になった（⊃太

郎は医者である）。  

ここでも「太郎は医者になった」という結果は「太郎は医者である」

を含意する。（ 45）（ 46）でも形容詞述語文「花子がきれいだ」「花子

が美しい」というコトがナル（生起する）のである。つまり、生起

の「ナル」構文「花子はきれいになった」「花子は美しくなった」は

名詞述語文「 X ハ Y デアル」や形容詞述語文「X ハ A」というコト

を生起させるものである。  

 

3.2.「変化」を表さないナル構文  

3.2.1. 自発表現（事態の自然発生）  

  46.国を出てから十年になる。（＝国を出てから十年だ）  

  47.おや、もう九時になる（＝おや、もう九時だ）  

                 （寺村 1984：104 からの借例） 

これらはすべて、ある事態が自発的に発生するものとして捉えら

れるものである。すなわち、「国を出てから十年」という年月が自然

に流れた、「九時」という時間が思いがけず生じたという捉え方がな

されているのである。  

3.2.2.丁寧表現  

  48.1200 円になります。（＝ 1200 円です）  

（48）は「合計ガ 1200 円デアル」という事態が自然に生じたと捉え
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ることによって、客に直接的に請求することを避けて、それが丁寧

な表現につながるのである。  

49.このたび、結婚することになりました。  

（49）も、ナル＝変化の考え方では、説明できない表現である。（ 49）

のような表現は、本人の意思に関係なく、結婚が執り行われたこと

とも捉えられる。自分の意思で結婚スルのであれば、「結婚します」

と表現するのが普通であるが、「結婚することになりました」は、「結

婚」という行為が人間の意思を超えた自然の営みととらえられてい

るのである。  

 

3.2.3.尊敬表現  

  50.天皇陛下ニオカセラレマシテハ、自ラ木ノ苗ヲオ植エニナリ

マシタ。  

（50）では、天皇という場所において、「杉の苗を植える」というこ

とが生ずるというとられ方がなされている。主体の行為であること

を前面に出さず、場所において、コトが自然にナルという表現が尊

敬の意味につながってくるのである。 8 

  

3.3.形式動詞化した用法のナル  

「ナル」が形式動詞化した変化構文として次のような例が挙げら

れる。  

  51.ガソリンの平均卸価格は前月の平均価格と比べて、1 リット

ル当たり 0.7 円の引き下げとなった。（ Yahoo ニュース

2015.12.1） 

  52.10 期連続の増加。製造業、非製造業とも 2 ケタ増加となっ

た。季節調整済み前期比（ソフトウエアを除く）でも 5.4％

増となった。（同上）  

  53.そして、ADP とムーディーズ、アナリテイクスが発表した

11 月の全米雇用報告では民間部門雇用者数は 21 万 7000 人

                                                      
8 池上（2000）参照、例文も借用 
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増加し、 6 月以來の大幅な伸びとなりました。（ロイター配

信 2015.12.3） 

  54.日新製鋼は 30 日、2015 年 3 月期の連結経済利益が 7 日の前

回予想 120 億円を下回り、前期比 51.8％減となる 95 億円に

なるとの見通しを発表した。……前年同期比では 34.5％減

となった。（産業新聞 2015.11.2）  

  55.今回の価格改定では、 15 車種が対象となる。これらモデル

のメーカー希望小売価格は 0.5～ 2.6％の値上げとなる 。

（2015.12.4 レスボンス）  

ここではこのタイプの構文をナル形式動詞構文と呼んでおこう。

この形式動詞構文においては、「ナル」という変化の意味の軽動詞

（ light verb）を本動詞として、その結果語には変化自動詞（漢語も

和語もある）をそのまま名詞に転換した動名詞を取る。したがって、

表面的に（ 51）の「 0.7 円の引き下げとなった」、（ 52）の「 5.4％増

となった」、（ 53）の「大幅な伸びとなりました」、（ 54）の「 51.8％

減となる /34.5％減となった」、（ 55）の「 0.5～ 2.6％の値上げとなる」

はそれぞれ「 0.7 円引き下げた」、「 5.4％増加した」、「大幅に伸びた」、

「51.8％減少する／ 34.5％減少した」、「 0.5～ 2.6％値上げた」に言い

換えることができる。  

（51）0.7 円の引き下げとなった＝（ 51）’0.7 円引き下げた  

（52）5.4％増となった＝（52）’5.4％増加した  

（53）大幅な伸びとなりました＝（ 53）’大幅に伸びました  

（ 54）  51.8％減となる /34.5％減となった＝（ 54）’ 51.8％減少す

る／34.5％減少した  

（55）0.5～2.6％値上げとなる＝（ 55）’ 0.5～ 2.6％値上げる  

 (51)～(55)と（ 51）’～（ 55）’の文は各々下線部の形式が異なって

はいるが同義性が保たれ、（ 51）～（56）の文の動詞の意味は（ 51）’

～（55）’の文での「引き下げ、増、伸び、減、値上げ、下落」など

の、広い意味での変化性の名詞によって表現され、これらの名詞と
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組み合わさっている。「ナル」動詞は実質的意味が希薄で、述語形式

を作るための文法的機能を果していると見てもさしつかえがない。

これは村木（ 1991）が提出した「機能動詞」9とかなり似た性質を持

っている。多くの場合、「～スル」に変えても基本的な意味はほぼ変

化しない。いわば変化自動詞の「～ニ /ナル」による表現と少なくと

も知的同義性が保たれていると言ってもよかろう。こういった意味

的特徴は（56）（ 57）（58）に示されているように、後接の文に自動

詞表現が交替で使われているということからも裏付けられよう。  

56. 11 月 27 日、それまで安定した展開を続けてきた中国株式

市場が大きく下落した。経済指標の悪化や取引規制強化など

を嫌気して、上海総合株式指数は約 5.5％下げた。一方、新

興企業の株価動向を反映する創業版（チャイネクスト）イン

デックスは約 6.5％の大幅下落となった。（現代ビジネス  

2015.11.30） 

57.配達日：＜ 16 年産新米予約、1 回コース＞ 9 月末に発送の予

定をしておりますが、生産地の天候状況により変更となる

場合がございます。変更する場合には予めご連絡いたしま

す。（スカイワード 2004.9）  

58.いつ順位相関が頭打ちになったと判断するかですが、 +85.6

のものが +85.4 に下がったときは、頭打ちしたのでしょうか、

+84.0 になったならどうでしょう。（www.tokensoft.co.jp）  

 この「ナル」と結合する動名詞は典型的には広い意味の変化を表

す「コト名詞」であり、和語の連用形名詞（例えば、伸び、（値）下

げ、（値）上がり、落ち込み）と漢語（例えば、成長、増加、増、減

少、減、下落など）である。そして構文的には二重変化構文になる。 

 こういう形式動詞「ナル」による二重変化構文における動詞的表

現と平行的に対応する点から、連用形名詞や漢語動名詞による日本

語の表現の特色の一つとして位置づけられよう。例文（58）（59）から

                                                      
9 前掲注 4 を参照  
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も分かるように、「X ガ Y＜結果動名詞＞ニナル」は一般変化自動文「X が 

V」と違って、典型的な二重変化表現の様相を呈している。 

58.元琴光喜、ひきこもりになった。（Yahoo スポーツ）  

59.これは絶対売れきりになる。（ 2015.11.26.Yahoo） 

日本語のこういった特徴は以下の、「ナル」による二重変化構文と

普通の能動文形式が同じテクストで交互に使われる（ 61）（ 62）から

見て取れよう。もちろん、両者には意味的、語用論的相違が存在し

ていると思われる。  

61.このため、 08 年 9 月以降の世界的な金融危機が、深刻な通

貨危機や国際収支の危機に  つながってはいない。  ... 韓

国、シンガポール及び ASEAN 諸国で輸出の名目 GDP 比が

比較的高いタイにおいては、前期比でみた実質経済成長率

も 年 率 20 ％ 程 度 の 大 幅 な 落 ち 込 み と な っ た 。 （ Yahoo 

2008.10）   

62.設備投資も大幅に落ち込んだことから、アジア各国で失業率

の上昇がみられ、台湾では 09 年 3 月に 5.8％まで高まって

いる。（同上）  

例文（61）の「落ち込みになった」と（ 62）の「落ち込んだ」と

は表現意識に多少の差はあるものの、両者が持つ意味特徴、すなわ

ち自然的に起こる変化の意味は歩み寄っていると言えよう。「ナル」

は語彙的意味を持たず、もっぱら統語的機能を表す形式動詞として

使われていることがはっきりしている。  

 

3.4.連体修飾用法における「ナル」と「（デ）アル」の同義性  

  63.内閣府が平成 20 年のリーマンショックのような国際的な金

融危機の引き金となる世界経済の潜在的リスクを探知、分析

する態勢を強化することが 3 日分かった。（ Yahoo 2015.12.3） 

  64.トヨタは 16 年 3 月期の純利益について過去最高となる 2 兆

2500 億円を見込んでいる。（ Yahoo 2015.12.5）  
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  65.慈善活動への寄付については寄付対象となる組織や事業目

的、資産益などによってその他の制限が適用されることもあ

る。（同上）  

  66.民族共生の象徴となる空間（象徴空間）は「アイヌ政策の在

り方に関する有識者懇談会」報告書で、今後のアイヌ政策の

「扉の要」となる政策として提言されました。（「アイヌ政策

推進会議」報告書  平成 21 年 7 月）  

（63）～（66）の例の「となる」には少なくとも二通りの解釈が

可能である。たとえば、（ 63）の文を例として見る場合、「国際的な

金融危機の引き金となる世界経済の潜在的リスク」のように、下線

部の「なる」が未来の出来事が引き起こされることを表す変化動詞

「なる」であると解釈する場合、もうひとつは「国際的な金融危機

の引き金デアル世界経済の潜在的リスク」といったすでに了解済み

の事実として述べられる事柄の属性を表す場合である。後者のよう

に「となる」を、意味的に属性を表す「デアル」に解釈すれば、前

接名詞句 NP1 と後接名詞句 NP2 の関係が「NP1＝NP2」いわゆる同

格関係にあるという文法的機能を果たしていることになる。こうい

った特徴は（66）のよう「象徴となる空間＝象徴空間」そして「ア

イヌ政策の「扉の要」となる政策」＝「アイヌ政策の「扉の要」と

して位置づけられた政策」ととらえられることかも裏付けられよう。10  

以上のことから、属性を表す「なる」は「なる」という動詞の持

つ実質的意味が希薄化し、「に／と」と結び付いた「に／となる」の

形全体で属性を表す「デアル」節とその節が修飾する名詞を結びつ

ける連体修飾機能語へと変化していると言うことができる。  

 

4.終わりに 

以上の考察で、日本語の変化構文における「スル」「ナル」動詞は

文中の他の要素とのかかわりからいろいろな意味類型に分けられる

                                                      
1 0 「アイヌ政策の「扉の要」となる政策」＝「アイヌ政策の「扉の要」として

位置づけられた政策」の解釈は「アイヌ政策推進会議」報告書（平成 21 年 7

月）による。  
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ことが分かった。そしてそれぞれの文の特徴を詳しく見ることによ

って意味的にお互いに連続的であることを明らかにした。  

 「スル」変化構文にはまず、「スル」に使役性を持たせる典型的な

変化他動詞文がある。それから遠ざかる他動詞文（非変化他動詞文）

がその中間に存在して、それと連続的なつながりを持つ。そしてそ

の端は対象への働きかけが見られない、自然変化を表す「ナル」や、

物事の状態を表す「（デ）アル」と同義性を持つ自動詞的表現も観察

できた。  

 「ナル」構文には「変化」を表す用法以外に「非変化」の「自発」

「丁寧」「尊敬」などを表す用法も合わせ持っていることが明らかに

なった。  

さらに、「スル」にも「ナル」にも形式動詞としての用法が備わっ

ていること、そして「スル」表現にも「ナル」表現にも、ものごと

の属性や状態の「存在」を表す「アル」を含意していることも解明

できた。  

変化構文における「ナル」「スル」は意味的に多岐に渡り、大変複

雑な様相を呈している。これらの現象は別々に独立したものではな

く、すべてこの 2 つの動詞が持つ、「変化」だけでなく、物事の属性

や状態をも表す意味的特徴と関連づけられると考えられる。  

 

 

参考文献 

天野みどり（1995）「状況変化主体の他動詞文」『動詞の自他』ひつ

じ書房  

安達太郎（2000）「する」の文型と構文」、『広島女子大学国際文化学

部紀要』第 7 号  

池上嘉彦（ 2000）『日本語論への招待』講談社  

大塚望（2008）「形容詞・形容動詞する」文構造と意味」『日本語日

本文学』 18 号 創価大学日本語日本文学会  

大塚望（ 2012）「動詞の形式性について－橋本、山田、松下、時枝－」



政大日本研究【第十三號】 
 

150 
 

『日本語日本文学』 22 号  創価大学日本語日本文学会  

岡智之（ 2002）「存在構文に基づく日本語諸構文のネットワーク～日

本語文法論への存在論的アプローチ～」『 2002 年日本認知言語

学会論文集』  

奥津敬一郎（1995）「連体即連用？」連載第 12 回～ 16 回 変化動詞

文その一～その五  『日本語学』  

影山太郎（1993）『文法と語形成』ひつじ書房  

影山太郎（1997）「名詞から動詞を作る」『語形成と概念構造』影山

太郎他著、研究社出版  

影山太郎（2001）「結果構文」『日英対照動詞の意味と構文』大修館  

影山太郎（2002）『ケジメのない日本語』岩波書店  

加藤重広（2003）『日本語修飾構造の語用論的研究』ひつじ書房  

佐藤琢三（ 1997）「ナルの表現と丁寧さ」『文教大学国文』 26 

佐藤琢三（ 2005）『自動詞文と他動詞文の意味論』笠間書院  

杉岡洋子（2002）「形容詞から派生する動詞の自他交替をめぐって」

『文法理論：レキシコンと統語』伊藤たかね編、東京大学出版会  

砂川有里子（2006）「（言う）を用いた複合辞－文法化の重層性に着

目して－」『複合辞研究の現在』和泉書院  

蘇文郎（2004）「変化他動詞文についての研究」『政大日本研究』創

刊号  

蘇文郎（2005）「N ニ /トナル」の非変化的用法及び他の表現との連

続性」『政大日本研究』第二號  

蘇文郎（2006）「変化他動詞文「X ガ Y ヲ Z（連用語）の諸相につい

ての研究」『東呉外語學報』第 22 期  

田野村忠温（ 2010）「コピュラ再考」『コーパス日本語学の新展開』

文部科学省研究費補助特定領域研究「日本語コーパス」日本語版  

寺村秀夫（ 1984）『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』くろしお出版  

都築雅子（2004）「行為連鎖と構文 II：結果構文」『認知文法論 II』

大修舘  

中北美千子（1992）「形容詞、形容動詞と形式動詞「する」の結合に



変化構文における「スル」「ナル」「アル」の 

意味用法の連続性と同義性 
 

151 
 

ついて」  

西村義雄（2000）「対照研究への認知言語学的アプローチ」『認知言

語学の発展』ひつじ書房  

仁田義雄（ 2002）『副詞的表現の諸相』くろしお出版  

長谷川信子（1999）『生成日本語入門』大修舘  

藤田保幸（ 2000）『国語引用構文の研究』  

丸田忠雄（2000）「場所格交替動詞の LCS と使役交替」『日英語の自

他の交替』ひつじ書房  

宮腰幸一（ 2007）「結果句の定義と分類について－意味・機能的アプ

ローチ」『日本語文法』 7 巻 2 号  

村木新次郎（1991）日本語動詞の諸相』ひつじ書房  

森田良行（1983）『日本語の表現』創林社  

吉村公宏（2003）「認知語彙論」『認知音韻、形態論』大修館  

 


